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年から 1937 年に至る 42 年間の中国人の日本留学を対象に研究した。 
 さねとうによれば、1896 年、13 名の 18 歳から 32 歳までの留学生が清国の総理衙門の
選抜試験に合格して、日本に派遣された。その後次第に増加して、確定できていないが、























































                                                  
1 西と東という二つの陣営に分裂しており、日本と中国はそれぞれ異なる陣営に所属して、長年国交がな
いという状況だった。 
2 段躍中は 20 世紀初期の中国人の日本留学ブームを「第一次『日本留学ブーム』」と呼び、それに対して、






























































































































































































































                                                  



































































































































































































































































































































































































































」（Berger and Luckmann 1966＝2003：95）（傍点は原典）。 
 社会の個々の成員が、社会の中に存在するということはその弁証法に参加する、という
ことを意味しているのである。つまり、「個人は自分自身の存在を社会的世界の中へ外化す
ると同時に、それを客観的現実として内在化している」（Berger and Luckmann 1966＝
2003：196）。個人が社会的世界の知識を内在化し、社会の成員になる「個体発生的な過程」
（Berger and Luckmann 1966＝2003：198）は社会化と呼ばれる。「社会化とは、社会な
いしはその部分の客観的世界のなかへ個人を包括的かつまた調和的に導き入れること」
（Berger and Luckmann 1966＝2003：198）である。第一次社会化は「個人が幼年期に経
験する 初の社会化のことであり、それを経験することによって、彼は社会の一成員とな
る」（Berger and Luckmann 1966＝2003：198）。第一次社会化は「意味ある他者」を仲介
して、アイデンティティを確立する。いわゆる「一般化された他者」についての観念が確
立される（Berger and Luckmann 1966＝2003：199-209）。第二次的社会化は、「すでに社
会化されている個人を彼が属する社会という客観的世界の新しい諸部門へと導入していく、












   意味の下位世界はさまざまな基準――たとえば性、年齢、職業、宗教的傾向、美的






















べて解決するわけではけっしてない」（Berger and Luckmann 1966＝2003：210）。 















（Berger and Luckmann 1966＝2003：117）。裁判官の事例を用いて、獲得しなければな
らない知識について、次のように説明している。 
 










う。（Berger and Luckmann 1966＝2003：117-8） 
 
このように、「下位世界」の〈特殊な知識〉は、その役割の「＜表向き＞の遂行に直接必要
とされるルーティーン」（Berger and Luckmann 1966＝2003：118）以外に、「役割を遂行







































場面での維持」（Berger and Luckmann 1966＝2003：225）という二つのタイプがある。
主観的現実は常にある特定の信憑性構造（それを維持するのに必要とされる特定の社会的
基礎と社会的過程）を拠り所としている（Berger and Luckmann 1966＝2003：234-5）。
日常的な維持は、ルーティーンの中で、他者との個人の相互作用の中で絶えず確認し直さ
れている（Berger and Luckmann 1966＝2003：225-6）。その「現実維持のもっとも重要
な媒体は会話である」（Berger and Luckmann 1966＝2003：230）。危機の状況の下におけ
る現実維持の手続きは本質的にルーティーンの場合と同様だが、「現実の確認は明言され、
密度の濃いものでなければならない」（Berger and Luckmann 1966＝2003：235）。そして
そこでは「しばしば儀礼的手法が用いられる」（Berger and Luckmann 1966＝2003：235）。 
いったん形成された主観的現実は、さまざまなマージナルな状況や「直接的な現実の対
抗的定義」（Berger and Luckmann 1966＝2003：223）に遭遇することを避けられない。
これは「社会のなかに存在するということが、すでに主観的現実の不断の修正過程を伴な














り所としている」（Berger and Luckmann 1966＝2003：234-5）。信憑性構造は重要な他者
によって仲介される（Berger and Luckmann 1966＝2003：234）。 
 「個人が日常生活の中で出会うすべての他者、或いは少なくとも大部分の他者は、ある









「現実維持のもっとも重要な媒体は会話である」（Berger and Luckmann 1966＝2003：
230）。「会話における現実維持機能の大半は暗黙裡のものであって明示的なものではない」
（231）。「大部分の会話はそれほど多くのことばを使って世界の性格を定義したりするもの
















ってこの世界の主観的現実を確認するのである」（Berger and Luckmann 1966＝2003：231）。 
「日常の会話の――すべてとはいわないまでも――大部分が主観的現実を維持してい





って獲得されるものなのである」（Berger and Luckmann 1966＝2003：231）。 
「会話装置は現実を維持すると同時に、絶えずそれを修正する」（Berger and Luckmann 
1966＝2003：231）。会話により、さまざまな項目が棄てられたり付け加えられたりして、
自明視されている世界の一部が弱められたり他の部分が強化されたりするのである
（Berger and Luckmann 1966＝2003：231）。「一度も問題にならなかったある事柄につい
ての主観的現実は不確実なものになる」（Berger and Luckmann 1966＝2003：231-2）。ま
た、「会話はこれまで一時的でしかも不明確な形でしか理解されてこなかった事柄に、はっ





えられている」（Berger and Luckmann 1966＝2003：232）9。「会話の中ではことばによっ
て対象化されたものが個人の意識の対象になる」（Berger and Luckmann 1966＝2003：232）。 
「主観的現実を有効に維持するには、会話装置は持続的でかつまた首尾一貫したもので
なければならない」（Berger and Luckmann 1966＝2003：233）。持続性ないしは首尾一貫
性の崩壊は、主観的現実にとって一つの脅威になる。首尾一貫性の崩壊という危機に対処
する際、以上触れたように、「自己自身の現実を修正するか、それともその現実を維持する




補うことがある（Berger and Luckmann 1966＝2003：233）。たとえば、会う時間が少な
い恋人の会話は密度が高いであろう。また、「会話の中には特権的地位をもつものとしては
っきりと定義され、かつまた正当化されうるものもある」（Berger and Luckmann 1966＝
2003：233）。たとえば、精神分析医との会話などがそうである。 








（Berger and Luckmann 1966＝2003：235）。こうした場合には、しばしば儀礼的手法が
用いられる。儀礼的行為は、示されたもう一つの現実を「主観的に無効化するものとして」





暴露と破壊という問題に対処しなければならない（Berger and Luckmann 1966＝2003：
237-8）。 
 










ね備わっていなければならない」（Berger and Luckmann 1966＝2003：238）。社会的条件
の中でもっとも重要なのは、有効な信憑性構造の存在である。「この信憑性構造は、彼が強
力にそれとの情緒的同一化を確立しなければならない意味ある他者によって、その人に仲
介されるであろう」（Berger and Luckmann 1966＝2003：238）。「これらの意味ある他者









合には、定義によって、他者を無効化するという形で隔離を行う（Berger and Luckmann 
1966＝2003：240）。そうすることによって、潜在的な「現実破壊の影響力から身が守られ
ることになる」（Berger and Luckmann 1966＝2003：240）。 
 以上、翻身における社会的条件について見てきたが、次に概念的条件を見ていく。 
 バーガーとルックマンによれば、「翻身にとってもっとも重要な概念上の必要条件は、考




（Berger and Luckmann 1966＝2003：241）。「古い現実は新しい現実の正当化装置のなか
で、再び解釈しなおされなければならない」（Berger and Luckmann 1966＝2003：241）。
再解釈の図式においては、「翻身以前の経歴は、典型的には、新しい正当化装置のなかで戦
略的地位を占める否定的な範疇のもとに包摂されることによって、全面的に抹消される」














なる」（Berger and Luckmann 1966＝2003：244）。主観的現実の一貫性の問題が深刻にな
り、以上述べてきた社会化のやり直しに近いものもある。また「首尾一貫性を維持するた
めの手続きには、さほど徹底的なものではないにせよ、過去の手直しという方法も含まれ
ている」（Berger and Luckmann 1966＝2003：245）。たとえば、「高い上昇移動率を伴う
社会のなかにすでに存在し、その人自身が実際に移動を開始する前からすでに彼によって
内在化もされているそうした解釈枠組は、履歴上の連続性を保証してくれるとともに、首




















































る。ただし、翻訳した際に訳本をも参照している。                          















 『日本留学一千天』は 35 章からなっている。そのうち、小草の味道園のアルバイト生活




   表１「味道園」におけるアルバイトに関する章および内容 
  章       内容 
第五章 味道園 日本のレストランを紹介する。 
第六章 赴任 アルバイトの初日の出来事を記述する。 
























































































































































































































































   オーナーが 初の給料を手渡してくれた時に、「ほんとうによくやってくれたね。お
客さんはあなたの接客に大満足してますし、仲間たちもみんなあなたのことが好きだ


































































































































   「ビール一本をお願いします」。 
   「承知いたしました」。 
   「カルビを一つ」。 
   「はい」。 
   （中略） 







   「もう帰る時間ですよ。陳さん」。 






















   アルバイトの若者が二、三人出勤してきた。互いに笑顔でお辞儀をし、自己紹介を
する。 
 43 
   「こんにちは！」 
   「こんにちは！」 
   「初めまして……」 
   「どうぞよろしく……」 































                                                  

























































































































































   私たちは「龙飞凤舞」と書き、彼らは「龍飛鳳舞」と書く（小草 1987：66）。 
       




   「陳さんは北平
、、
から来たのですか。」と彼らはこのように私に訊く。 













    



































   大学生はこの時期において自分のために全面的な勉強計画を立てなければならない。 
  （小草 1987：153） 
 
   単位制の長所は、学生に自由で広い勉強の自由を与え、勉強における自立性を鍛え
上げられるところにある。（小草 1987：153） 
 


































































































































































































































































対象者③：女性、29 歳、来日 5 年。大学の専攻は日本語教育だった。大学の時、日本人教


























































































































































































   初にどのように発表したらいいか分からなかった。先生がチューターに説明させ
てくれた。チューターが説明してくれた。そのうち徐々に慣れてきた。（対象者⑧） 
 









































































































































































































































































































































   以前は日本人がすべて金持ちだと思った。今、日本人はとても貧しいと思う。すく
なくとも、私達と同じ年代の人は、とても貧しいと感じている。結婚のためのお金が
なくて、家を買うお金もない。（対象者⑤） 






















































































































































































































   以前は日本人がすべて金持ちだと思った。今、日本人がとても貧しいと思う。すく
なくとも、私達と同じ年代の人は、とても貧しいと感じている。結婚のためのお金が
なくて、家を買うお金もない。（対象者⑤） 
















































































   チューターはとても親切だ。たとえば、空港に迎えに来て、事前に予約してくれた
ホテルまで送ってくれた。次の日に荷物を会館に運んでくれたあと、外人登録や銀行

























































































































































































    
  中国に対しての認識もきっと変化した。帰国してから 1年半も経ったけど18、とても
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   結婚しましたか。 




   卒業した大学はどの大学ですか。 
Ⅰ‐３ 来日の経由 
  いつ日本に来ましたか。 
   来日の時、いくつでしたか。 




期間                    学校               内容 
①     年    月～      年    月 
②     年    月～      年    月       
③     年    月～      年    月       
④     年    月～      年    月       

































     期間                                  住まい      
①     年    月～      年    月 
②     年    月～      年    月 
③     年    月～      年    月 
④ 年    月～      年    月 




      会館の仕組みはどうなっていますか。 
                  会館の全体の雰囲気はどうですか。  

























            規模はどのぐらいですか。 
            メンバーはどうなっていますか、メンバーの性格はどうですか。 
②  仕事に慣れるまでの経由。 
採用された後、仕事を始める前に、あなたはどのような準備をしましたか。
どんな気持ちでしたか。不安でしたかそれとも興奮していましたか。 
            制服、名札はありますか。 
            同僚同士の挨拶はどうですか。 
            あなたの仕事は何ですか。具体的な仕事の内容は何ですか。 
            あなたはどうやってその仕事に全うしようとしましたか。 
③  仕事をする際の雰囲気はどうですか。その雰囲気に対してあなたはどう思います  
か。 
         仕事の時、何か言われたことはありますか。褒められたことはありますか。
叱れたことはありますか。 
     仕事中、同僚同士の人間関係はどうですか。 
      店長はどんな人ですか。 
      他のメンバーはどんな人ですか。アルバイト先以外、お付き合いはあります
か。 
④  仕事の際、よく接触している人はどのような人ですか。 
    何か出来事はありましたか。印象深かった出来事は何ですか。 
 99 
             仕事中何を学びましたか。日本のどんなやり方が良くないと思っていますか。 
     日本のサービス、社会、日本人に対して認識を深めましたか。それは何です
か。 












       １ 教えた対象はどんな人ですか。 
    ２ 報酬がありますかそれとも無償ですか、自給はいくらですか。 
    ３ お相手とよい人間関係を作りあげましたか。 
    ４ 振り返ってみてください。毎回レッスンの時の雰囲気はどうですか。 
    ５ その人から日本人あるいは日本社会のどのような特徴を感じられましたか。 



























    Ｃ あなたが得られた収穫は何だと思いますか。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
